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前期実績との差異に関するお知らせ 
 

 本日公表いたしました平成24年７月期第２四半期累計期間（平成23年８月１日 ～ 平成24年１月31日）

の実績と前期実績との間に差異が発生いたしましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１. 平成24年７月期第２四半期累計期間の実績と前期実績との差異 
（平成23年８月１日 ～ 平成24年１月31日） 
 

（連 結）                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前 期 実 績（Ａ） － － － －

今 期 実 績（Ｂ） 1,997 △14 △12 △15

増  減  額（Ｂ－Ａ） 473 95 93 64

増  減  率 （ ％ ） 31.0 － － －

  
（単 体）                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

前 期 実 績（Ａ） 1,524 △109 △105 △79

今 期 実 績（Ｂ） 1,865 △30 △28 △30

増  減  額（Ｂ－Ａ） 341 79 77 49

増  減  率 （ ％ ） 22.4 － － －

  

 

 

 



２. 差異の理由 

売上高が前期実績を上回った理由は、主力商品であるパッケージソフトウェア「アラジンオフィス」

が好調に推移しました。また、複数ネットショップ一元管理「CROSSMALL」をはじめとした Web
商材を、「アラジンオフィス」と連携させることにより、基本戦略である「CROSS-OVER シナジー」効

果によりシステムソリューション事業・Web ソリューション事業双方の売上が順調に推移したことが

主因であります。 

その他、利益におきましても、当初計画よりも売上高が増加したことにより、前年実績を上回っており

ます。 

なお、当社グループは、前事業年度まで連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較分析

は行っておりません。 

以  上 


